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赤ワインと健康について
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アルコールが虚血性の心臓病に効果があるということは、膨大な疫学調査により明らか

な事実として認知されてきている(1- 6)。即ち、アルコールの摂取量と死亡率は U

カーブの関係となり、適度の飲酒(アルコールとして一日 10-30 g 、ワインならグラ

ス 1- 2杯)は心臓血管系疾患による死亡率を20-80% 、平均すると 50% も低下させ

る(7)。禁酒と過剰飲酒は健康に悪いが、適度の飲酒は非常に健康に良いことは明らか

である。ところで、同じ飲むなら酒類の中でも赤ワインが健康に良いという報告が増加し

ている(1， 2， 8， 9)。

赤ワインが健康に良いのは、含まれるアルコールは勿論であるが、多量に含まれるポリ

フェノールの作用であることが報告されている。フランスでは、高脂肪、高カロリー食、

喫煙が多いのにもかかわらず、虚血性心疾患が少ないという、フレンチ・パラドック

スがあるが、それは赤ワインの消費の多い為だと言われている(8 )。これを裏付け

る試験データとして、ポリフェノールの血小板凝集抑制作用による血栓症のリスク減

少(10-13) 、低密度リポプロティン (LDL) の酸化抑制作用 (9，14-16) による動脈

硬化の防止効果等多くのデータが示されている。アルコールの適量飲酒は虚血性心疾患の

死亡率を有意に低下させるが、急に禁酒するとリバウンド現象で、心臓発作を起すことが

報告されている(17) が、ワインの場合はそのリバウンド現象がなく、しかも血小板凝集

抑制作用は、ワインのポリフェノール画分のみの投与よりも、アルコールと共に(ワイン

として)投与した方が効果の高いことが報告されている(18)。赤ワイン300mL をヒトに

投与すると、その血柴の抗酸化活性が飲酒 1時間後には、高い人で58% 、平均でも 18%

(P <0. 005) 増大することも報告されている(19)。

近年、活性酸素あるいはフリーラジカルが生体に傷害を与え、その結果種々の疾病、更

には癌、老化の原因となることが示されている (20) 。スーパーオキシドは酸素分子がー

電子還元により生成されるラジカルの一種である。これが生体の脂質酸化や DNA 傷害

を惹起する有力な一因となる (21)。体内にはこれを分解する酵素、スーパーオキシド

ディスムターゼ (SOD) があり、スーパーオキシドが生体に与えるダメージを最小限に

している (22) 。しかし、生体では虚血一再謹流、ストレス、食細胞の刺激等により、

スーノfーオキシドの生成が昂進されるので、 SOD あるいは抗酸化物質の生体内レベルが

重要となる。前述の LDL ーコレステロール(悪玉コレステロール)はスーパーオキシド

等により酸化され、これがマクロファージに食べられ、動脈に沈着する抱沫細胞形成の原

ou 
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因となる。抱沫細胞が長く動脈に滞留すると動脈硬化症を引き起こす。

我々 (23) は、ワインに含まれる強力な抗酸化物質であるポリフェノールに着目し、ワ

インのスーパーオキシド・ラジカル消去能を測定し、興味ある知見を得たので紹介する。

世界各国からの輸入ワインおよび当社のワイン 43 点を集め、フォーリンーチオカル

ト法 (24) にてポリフェノール含量を測定した。同時に、含まれる亜硫酸量をランキ

ン法 (25) にて、色度(OD) を吸光度により測定した。スーパーオキシド・ラジカル消

去活性 (SOSA) はヒポキサンチンーキサンチン酸化酵素によるスーパーオキシド発生系

にて測定した。スーパーオキシド、の定量はマンガンのピーク強度を対照とする電子スピン

共鳴測定装置 (ESR) を使用した Mitsuta らの方法 (26) にて行った

被検ワイン43 種中、赤ワインは32 点、白ワインが 9点、ロゼワインが 2点であった。赤

ワインのポリフェノール含量は、フランス産のシャトー・ポンテ・カネの2949ppm が最

も高く、ポルトガル産ポートワインの735.9ppm が最も低かった。白ワインで最もポリ

フェノール含量の高かったのは、ポルトガル産のマディラワインで720.5ppm であった。

赤ワインではチリ産のカベルネ・ソービニヨンが 2サンプルともポリフェノール含量が高

く、 2837 および、2858ppm であった。品種的にはカベルネ・ソーピニヨン、ネビオロは概

してポリフェノール含量が高く、テンプラニーニョ(スペイン)、ピノ・ノアール(フラ

ンス)、メルロー(日本、フランス)が中間的な値であり、ガメイ(フランス)は比較的

低い値であった。

最も活性酸素ラジカル消去能 (SOSA) が高かったのはカリフォルニア産マーカムのカ

ベルネ・ソービニヨンであった。 SOSA 値の高いワインはポリフェノール含量も高い傾

向が認められた。イタリヤ産バロ一口、チリ産カベルネ・ソーピニヨン、フランス産の

シャトー・ポンテ・カネ、シャトー・ディッサン等は高い SOSA 値であった。メルシャ

ン・セレクト(赤)の SOSA 値は比較的高く、長野メルロ一、サンテミリオン('92) 、

ミルダラ・カベルネ・ソービニヨン、シノン('93) 等と同等であった。

ワインのポリフェノール含量と SOSA 値には極めて高い相闘があり、相関係数 r =0.9686 

であった。その高い相関から、ワインの活性酸素ラジカル消去能は、含まれるポリフェ

ノールによることが明らかとなった。我々は更にワインを分画し、 SOSA 活性の高い画

分はポリフェノールでも比較的分子量の大きいところであることを認めている (27) 。

生体内の脂質の過酸化は種々の心臓疾患、動脈硬化、癌、更には老化の主要原因である

と考えられており (28) 、植物由来のポリフェノールやフラボノイドはその強力な抗酸化

能が明らかになるにつれ、新しい健康関連物質として注目を集めている。これらの物質は

活性酸素種即ち、ヒドロキシ・ラジカル (29) 、スーパオキシドアニオン・ラジカル

(30) 、脂質過酸化ラジカル (31)と反応し、脂質酸化をその反応初期に阻害する。

癌の原因の30% は喫煙であり、 35% は不適切な食事に起因するとされている (32) 。抗
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酸化能を有する物質を含む適切な食事を摂ることで、癌を含む種々の疾病をかなりの部分

は防止できると考えられ、最近では十分な穀類、野菜および適量の魚介肉類・ワインを摂

取するメディタラニアン・ダイエット(地中海風食事)(33) が注目されている。

我々の研究からも、ワイン特に赤ワインはポリフェノールを著量含み、スーパーオキシ

ド・ラジカルを消去することが示された。自然の抗酸化物質であるポリフェノールを含む

赤ワインを適量Cl50-300mL) 食事中に摂取すれば、純粋なスーパーオキシド・ディス

ムターゼ (SOD) 50- lQOmg に相当するラジカル消去物質を摂取することになる。毎日適

量の赤ワインを摂取することにより、生体内の脂質、リポ蛋白、蛋白、更にその DNA の酸

化傷害を防止できる可能性がある。先に示した従来の赤ワインの報告と併せ考えると、食

事中に赤ワインを適量摂取することは、癌、動脈硬化症、老化を防止する上で有用である

と結論できる。
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